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平成２９年度  事 業 計 画 書(案) 
 

２９年 10月 １日から ３０年 ９月 ３０日まで 

 
 

特定非営利活動法人maggie's tokyo  

 １ 事業実施の方針 
 (1)相談・支援事業：マギーズ東京は、2020年までのパイロットプロジェクトとして活動を継続する 

○ドロップイン相談支援を継続・強化、常駐およびサポートスタッフとミート＆グリートボランティア 
〇相談支援のための環境・空間整備として、家具や庭の整備を進める 

(2)セミナー・研究開発事業：全国に向けて普及のためのセミナーを継続的に開催。 
〇オープン1周年記念講演会「がんとともに歩む力」豊洲シビックセンターで10月９日に開催 
〇「マギーズ流サポート研修・入門編」4日間 定員30人を2回開催（有料） 
○マギーズ国際ネットワークの一員として、英国マギーズの監査を受け、英国との交流を継続 

(3)普及啓発事業：マギーズ東京での実践を基に、普及啓発事業を行い、合わせて資金調達を継続する 
○オープン１周年の記念チャリティパーティ10月10日・地元フェスティバル10月28日 
〇オープンマギーズ実施、ホームページ、フェイスブック、動画で普及、情報誌『HUG』やグッズ等販売 
○オープン２周年に向けて記念フェスや講演会、音楽会など準備(2018年秋以降) 

 ２ 事業の実施に関する事項 
 （１）特定非営利活動に係る事業 

   

事業名 事 業 内 容 
予 定 

日 時 

予 定 

場 所 
従事者 

予定数 

受益対象者 

予 定 人 数 

事業費の 

予定額 

（千円） 

相談支
援事業 

〇がんに影響を受ける患者・家族・友人・医
療者などが必要としている、新たな相談支
援モデル＜とまどい孤独なとき訪れ、また
自分自身を取り戻し、自分で決定し歩んで
いけるような相談支援＞の継続  

〇グループセッションの試行 
〇相談支援の場となる環境・空間の整備 
  

 
月～金 
10～16時 
 
 
随時 
随時 

 
東京 
 
 
 

約40人 
看護師 
心理士 
保健師 
栄養士 
ボランテ
ィア等 

がん経験者 
･家族･友人 
医療関係 
報道関係 
不特定多数 
約6000人 
(近隣・国
内外) 
 

31,227 

セミナ
ー・研
究開発
事業 

〇1周年記念講演会｢がんとともに歩む―はじ
めの1年つぎの1歩｣ 

〇「マギーズ流サポート研修入門編」開発実施 
〇リフレクション・セミナー 
〇グループプログラムの開発・試行・定着 
〇英国マギーズ研修・招へい・共同研究 

10月9日 
 
年2回 
毎日・月 
随時 
随時 

東京 
 
 
 
 
英国 

約50人 
 
 
 
 

がん経験者
等約300人 
30人×2回 
10人×毎日 
 
 
 

7,750 

普 及 啓
発事業 
 
 
 

〇週末見学会「オープンマギーズ」 
〇1周年記念イベント チャリティパーティ「H
UG YOU ALL」、地元フェスティバル 

〇情報誌『ＨＵＧ2017』の刊行 
〇広報用動画製作 
〇NPO法人化に伴いホームページ広報の充実 
〇オリジナルグッズ製作・販売 
〇「案内パンフレット」等冊子翻訳・印刷 
〇「年報レター」作製・配布 
〇マスコミ・WEB媒体などからの取材対応 
 

毎月 
10月10日 
10月28日 
10月 
随時 
12月 
10月 
随時 
1月 
常時 

東京 約50人 
ボランテ
ィア多数 
 

近隣・国内
海外のがん
経験者 
家族・友人 
医療関係・
報道関係・ 
市民約2000
人以上(HP/
FB閲覧は除
く) 
 

5,320 

 
 （２）その他の事業 
   
 

 

事業名 事  業  内  容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
人 数 

事業費の予定額 
（千円） 

実施せず      

  
 


